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 日ごとに秋が深まり、朝夕の冷え込みが感じられる季節となりました。日頃より本校の教育活動にご理

解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 ６年生の学力調査結果についてまとめましたので、ご報告いたします。 

令和７年度 6 年生 全国学力・学習調査結果（令和７年 4 月 17 日実施） 

１ 国語  平均正答率（%）       

 
国語全体 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 
言葉の特徴や

使い方に関す

る事項 

情報の扱い

方に関する

事項 

我が国の言

語文化に関

する事項 

話すこと・ 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

光が丘四季の香小 71 77.8 74.6 87.3 75.1 71.4 60.7 

東京都 70 77.9 66.9 83.8 69.9 72.4 61.0 

全国 66.8 76.9 63.1 81.2 66.3 69.5 57.5 

「書くこと」「読むこと」は、全国よりもやや高い正答率ですが、東京都の平均をやや下回っています。設

問の中では、「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付ける」について、全国・

東京都より４ポイントほど低い結果でした。説明文を中心に、文章と図や表などの繋がりを明確に捉え読み進

められるように指導していきます。他の領域については、おおむね全国や東京都の平均を上回る結果でした。 

特に高かったのは「話すこと・聞くこと」で、全国平均より９ポイント上回っています。本校では、昨年度よ

り対話的な学習をテーマに研究を進めていますが、その成果が表れています。これからも、研究テーマである

「対話」の向上を図りつつ、朝読書や図書の時間などを利用して読書習慣を身に付けさせ、さらに読解力・文

章力を高めていきます。 

２ 算数  平均正答率（%）       

 
算数全体 

学習指導要領の領域 

Ａ 数と計算 Ｂ 図形 Ｃ 測定 Ｃ変化と関係 Ｄデータの活用 

光が丘四季の香小 64 70.8 59.5 61.1 72.5 69.8 

東京都 64 68.3 61.2 60.5 64.9 67.6 

全国 58.0 62.3 56.2 54.8 57.5 62.6 

 「Ｃ変化と関係」の領域では、全国の平均より１５ポイント、東京都より７ポイントも高い結果でした。特

に「新品のハンドソープが空になるまでに何プッシュすることができるのかを調べるために必要な事柄を選ぶ」

設問では、約９４％の正答率でした。「Ｂ図形」の領域は、全国よりは３ポイント高い結果でしたが、東京都

よりは２ポイント低い結果で、「方眼上の五つの図形の中から台形を選ぶ」の設問では正答率が５０％を下回

りました。平面図形・立体図形のそれぞれの意味や性質について、今後学習の中で繰り返し確かめる機会を設

けて、確かな理解に結び付けていきます。他の領域については、全国・東京都よりも高い結果になっています。 
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３ 理科  平均正答率（%） 

 
理科全体 

学習指導要領の領域 

Ａ 「エネルギー」 

を柱とする領域 

Ａ 「粒子」 

を柱とする領域 

Ｂ 「生命」 

を柱とする領域 

Ｂ 「地球」 

を柱とする領域 

光が丘四季の香小 65 55.6 59.8 59.1 72.8 

東京都 60 49.9 53.7 54.1 69.1 

全国 57.1 46.7 51.4 52.0 66.7 

  理科全体では、全国平均より約８ポイント、東京都の平均より５ポイント高い結果でした。各領域にお

いても全国平均と東京都平均を上回っています。特に、「Ｂ区分地球」を柱とする領域における「赤玉土

の粒の大きさによる水のしみ込む時間の違いを調べる実験の条件について、コップＡの土の量と水の量か

ら、コップＢの条件を書く」の設問では、約９０％の正答率でした。「Ａ区分エネルギー」を柱とする領

域の「電気を通す金属や磁石に引き付けられる金属」についての設問では、全国平均も都の平均も本校の

平均も約１０％の正答率でした。鉄や銅、アルミニウムなどの主な金属の特徴について確認する機会を設

けます。また、理科の授業に限らず、日常的に理科的事象を話題にすることを心掛け、児童の理科的関心

を更に高めていきます。 

 

４ 児童質問紙 

 6 年生が、生活習慣や自己肯定感、学校の学習や生活、友達に関する質問など 71 問の質問に回答しまし

た。その中で、「自己肯定感」につながる項目についてお知らせします。 

「自分には、よいところがあると思いますか」              回答率（%） 

 当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

 光が丘四季の香小 61.5 27.7 9.2 1.5 

全国 47.3 39.8 9.1 3.9 

「将来の夢や目標を持っていますか」                  回答率（%） 

 当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

 光が丘四季の香小 49.2 27.7 12.3 10.8 

全国 60.7 22.4 10.3 6.6 

「学校に行くのは楽しいと思いますか」                 回答率（%） 

 当てはまる どちらかといえば 

当てはまる 

どちらかと言えば 

当てはまらない 
当てはまらない 

 光が丘四季の香小 36.9 40.0 10.8 12.3 

全国 49.9 36.6 9.1 4.3 

「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか」  回答率（%） 

 よくある ときどきある あまりない 全くない 

 光が丘四季の香小 52.3 41.5 6.2 0 

全国 54.5 38.5 6.1 0.8 

「自分にはよいところがあると思いますか」の設問は、肯定的な回答が 89.2％と多いです。しかし、否

定的な回答も 10.7％あります。また、「将来の夢や目標を持っていますか」の設問は、肯定的な回答が 76.9％

と全国平均よりも 6.2 ポイント少ない結果でした。 

子供たちが将来に向けて目標をもち、前向きに取り組めるように、キャリア教育の充実を図ります。ま

た、どの子も自己肯定感がもてるように、一人一人の良さを認め伸ばしていきます。 


